
＜集合研修＆オンラン形式のハイブリッド開催＞ 

 

 

 

 
 

 
1 日目にヒューマンファクター工学の考え方をベースにしたエラーメカニズムとエラー低減の考え方につい

て、河野先生が詳しく解説致しますので、医療現場におけるヒューマンエラーに対する理解を深めて頂く
事ができます。また、この基本的な考え方は、チーム医療のトレーニング⼿法である TeamSTEPPS の
理解を深めるのに役に⽴ちます。さらに 2 日目は、ImSAFER 分析手法を基礎から学んで頂くためのグ
ループ演習になっております。 
また、本セミナーは、自治医科大学にて集合研修を⾏うとともに、遠隔地から受講される方々をオン

ラインで繋なぐハイブリッド方式でのセミナー開催 となっております。自治医科大学へお越しいただけない
方は、自宅又は、職場から参加頂けますとので、是非この機会に当研究会セミナーへの参加をご検討
い方だけると幸いです。  
 

－ 記 － 

 
１.  開催日時︔ 1⽇⽬︔２０２１年９月１１日（土） １０︓００ 〜 １７︓００ 

2⽇⽬︔２０２１年９月１２日（日） １０︓００ 〜 １７︓００ 
   

２.  開催場所︔自治医科大学 創⽴ 20周年記念棟 メディカルシミュレーションセンター ６階 

および、ZOOMオンライン形式 
※自治医科大学の会場は以下サイトを参照ください 

「http://www.jichi.ac.jp/msc/wordpress/place/」 

 
３．参加費用（1名/税込）︓1日間︔１０，０００円  ｜  ２⽇間︔１８，０００円 
   ※参加方法に関わらず同一の受講料になります。 
 
４．募集定員︓ 自治医科大学への参加︓30名迄 ／ ZOOM オンライン参加︓８０名迄 
       

５．申込方法︓ ImSAFER研究会ホームページの以下サイトより申込願います。 
         ＜http://www.medicalsafer-kts.com/yakudachi.html> 

 
主催︓ImSAFER研究会 
http://www.medicalsafer-kts.com/ 
■本研修会に関する問い合わせ 
・メール︓imsafer@medicalsafer-kts.com 

 
  
   

医療安全へのヒューマンファクターズアプローチ 

“理論編”＆“Basic編” セミナー開催について 

http://www.jichi.ac.jp/msc/wordpress/place/
http://www.medicalsafer-kts.com/yakudachi.html>
http://www.medicalsafer-kts.com/
mailto:imsafer@medicalsafer-kts.com


６．講師紹介  河野 ⿓太郎 先生（かわの りゅうたろう） 
株式会社安全推進研究所 代表取締役所⻑ 自治医科大学名誉教授 

 
 

 
 
 
 

 
 
７．プログラム内容 
＜ 1日目 講師︓河野⿓太郎） 
１．受付 9:30 〜  
２．午前講義 
  ・医療事故調査制度に必要な視点と考え⽅ 
  ・医療における問題点 
  ・これまでの考え方とエラー発生のメカニズム 
  ・エラーを誘発しやすい環境 
  ・エラーに関係する人間特性 

10:00 〜 12:00 

３．昼休憩（各自お取りください） 12:00 〜 13:00 
４．午後講義 
  ・ヒューマンエラー対策の戦略と戦術 
  ・安全なシステムとは 

13:00 〜 17:00 

 
＜ ２日目 講師︓ImSAFER研究会シニアインストラクター＆河野⿓太郎＞  
１．受付 9:30 〜   
２．午前（講義・演習） 
  ・ImSAFER分析手法について 
  ・事例分析グループワーク 

10:00 〜 12:00 

３．昼休憩（各自お取りください） 12:00 〜 13:00 
４．午後（演習） 
  ・事例分析グループワーク・発表 
５．まとめ 

13:00 〜 17:00 

 
８．その他（注意事項等） 

8.1お振込いただいた受講料について 
   ・セミナーの中止・変更等、主催者側の責任による場合を除き、お返しできませんのでご了承ください。欠席される場合、

代理の⽅にご参加頂くなどご調整ください。 
8.2 自治医科大学の会場へ参加される方へ 
・会場が土足禁止のため、必要な方はスリッパを持参してください。 
・当日、自治医科大学の会場にて参加される方は、昼食は参加者各自でお取りください。 

以上 

元航空管制官。航空管制業務中のニアミスを自ら経験。エラー防⽌⽬的に⼼理学を専攻後、東京電⼒㈱では

原⼦⼒発電プラントにおけるヒューマンファクター研究に従事。自治医科大学医学部教授兼メディカルシミ

ュレーションセンター⻑を経て、現職。事故におけるヒューマンファクターの研究をライフワークとし、ヒ

ューマンファクター工学をベースとした体系的なヒューマンエラー対策を提唱している。日本人間工学会認

定人間工学専⾨家。博⼠（⼼理学）、⽇本⼼理学会員、日本人間工学会員、航空運航システム研究会員。医

療の室・安全学会等の会員。趣味はJAZZ。 

『医療におけるヒューマンエラー 第2版、医学書院、2014』他著書多数。 


